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1．は じめ に

　 鉄 筋 コ ン ク V 一ト （以 下 RC ） 柱 の 主 筋 降 伏 以 後 ；C お け る 変 形 性 能 は、設 計条 件 が 同一の 場合で も、繰 返 し加

力時 の 回 数 や 変 位 振 幅 漸 増 ピ ッ チ 等 の 違 い に よ っ て 異 な っ て 評 価 さ れ る
ig

従 って 、既 往 の 資料 を 含 め て RC 柱 の

変 形性能 を 総合的 に 評価 す る た め に は、繰 返 し経 歴 の 違 い に よ る 影 響 を 考慮 し た 評 価 法 を 設 定 す る 必 要 が あ る 。

　之 に 関 す る 基 礎 資料 を 得 る こ と を 目 標 に 、文 献 2）で は、シ ア ス パ ン 比 や 帯 筋 量 以 外 の 実 験 諸元 を 同一と し た 柱

を 用 い て 、繰 返 し 荷 重 経 歴 が 3 種 に 変 化 す る 場 合 の 比較実験 を 行t丶 荷 重経 歴 の 僅 い に よ っ て 異 な っ て 評 価 さ れ

る 柱 の 変 形 性 能 を 、同
一

荷 重経 歴 下 に お け る 変 形 性能 に 換 算 評 価 す る 方 法 を 試 み た 1）

　本報 で は 、シ ア ス パ ン 比 は
一

定 で あ る が 作 用 軸 圧 や 鉄 筋 比 及 び コ ン ク リ
ー ト強 度 が 変 化 す る 住 を 用 し丶 荷 重 経

歴 が 2 種 に 変 化 す る 場合 の 変 形 性 能 の 差 異 を 補足 実験 で 比 較 し、先 に 試 み た 性能評 価 法 の 妥当 性 を 再 検 討 す る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）
2 ．変形性能の 評価方法

　a ）　荷 重 ・変 位 曲 線 の う ち、Pi ／Py ≧ 1 （i − 1 〜n は 主 筋 降 伏 時 〜降伏 以 後 の 繰 返 し 回 数 ） の 値 を 対 象 に、

次式 に よ っ て ル ープ 面 積比 率 の 総 和 平 均 nlw を 略 算 し、エ ネル ギ
ー

吸 収 能 の 目安 と す る 。

　　　　　　昨 罐 蹶 　〔… nlw 一
磁 勘 ＋ 〈i− 1創

一 ・・・・・・・・……・
…1）

　 こ s に 、Py，δy は 主 筋 降 伏 時 の 荷 重 （せ ん 断 力 ） と 変 位、△ p は 降 伏 以 後 の 変 位 振 幅漸 増 ピ ッ チ 。

　b）　限 界 塑 性 率 k ・ u （最 大 荷 重 以 後 に お け る 荷 重 変 位 包 絡 線 が 、最 初 の 降伏 荷 重 レ ベ ル と交差 す る 時 の 限 界変

位 δ・ ・ を 降伏 変 位 δy で 除 した 値 ） と nlw と の 間 に は 、次式 の 関 係 が 成 立 す る 。

　　　　　　 μ ou ≡1．85nlw − 0．85 　　　　
……・…一……・………・…・……・・……・・……・……一・…………〔2｝

　c）　繰返 し 荷重 経 歴 の 違 い に よ る 補 正 係 数 γ。u を次 式 で 算 出 し、上 式 〔2〕の 両 辺 を 修 正 す る。こ の 場 合 ．△p／δy

値 の 大 き い 資料 を 之 の 小 さ い 値 に 換算 す る に は、式 ［2）の 両 辺 に γ。・ を 乗 ず る （逆 の 場 合 に は γ。u で 除 す ）
29

　　　　　　γ。u ＝1、1 − 0．9・△ P ／　S．v 　　　 （た Y し、　1 ≦ γりu ≦ 0，65 ）・・…………・…・・…・…………（3）

　d）　 曲 げ 降 伏 先 行 の RC 柱 で は 、実 験 諸 元 を 代入 し て 求 ま る 曲 げ と せ ん 断 の 耐 力 比 cQBU ／cQsu （一文 献 4）〆5） ）

の 平 均 値 Km は 、次 式 ｛4）で 表 わ さ れ る 。従 っ て、耐 力 比 が Km 式 と 等

し い と置 くこ と に よ っ て 、所 要 の 限 界 塑 性 率 μ o （所 要 の 限 界 変 位 を 降

伏 変 位 計 算 値 c6y で 除 し た 値 ） を 確 保 す る の に 必 要 な 帯 筋 量 Pw が 推

算 で き る
39

　 K 。
＝・　 1．08 − O．216 μ 。（η。＋ 0．1 ）…・…一 …〔4）

　 こ s に 　η。 （＝・　a 。 ／Fc ） は 軸圧 係 数．　 Cδy は 鉄 筋 考 慮 の 曲 げ 変 位 と

せ ん 断変 位及 び 剛性低 下率 αy と に よ っ て 求 ま る 降 伏 変 位 計 算 値 。

3 ．実験の 概要

　 〔1｝ 試 験 体。　 図 一1 に 示 す よ う に 柱 断 面 が 25 ・n 角、h。
＝125en ，

柱 上 下 の 左 右 ；c は 全 長 185   、断 面 20x35   の は りを有 す る キ の 字

形模型 と し、表
一1 に 示 す よ う に、引 張 鉄筋比 Pt　 3 種 、軸圧 縮応 力

度 σ 。 3 種 、 コ ン ク リ
ート 強度 Fc　 2 種 ．合計 8 種 16 体 よ り な る e

p a
　 　 　 　 　 　 　（Hook　6d｝

1

箭

∴
r1
・‡

画
0522∫

215

ーd
　 　 　 d＝30．8
．ト 十

鞭
〔d＝22）

一 L
　 　 図 一1　 試 験 体 の 概 要
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　 帯 筋 量 に つ い て は 、前 述 の 耐 力比 を O．8 と 置

い て 求 ま る Pw を基 準 に 、之 を 柱 上 下 端 1．5D

の 範 囲 内 に 配 置 し、柱 中 間 部 の 帯 筋 量 は 文献 6）152．153

の 方法 icよ り、材端部 の 約 1／21C 低 減 し た 。

　 C2） 使 用 材 料 の 性 質 と 試 験 体 の 製 作。

　表 一2 に 使 用 材 料 の 性 質 を示 し た 。試 験 体 の
164’165

製 作 に は メ タ ル フ オ ー
ム を 用 い て 平 打 ち と し、

打 設 2 日 目 に 脱 型 し て 所 要 強 度 の 約 70 ％ を 発

揮 す る ま で ビ ＝一
ル シ

ー
ト で 密 封 養 生 を 行 い 、

以 後試験 時 まで 実験室内 に 放置 し て 材令 15 〜

36 日 で テ ス ト を 行 っ た 。

　 圈 　 加 力 方 法 と 繰 返 し 方 法 。　 こ れ ま で の 実

　 1−3）
験 と 同 様 に 図

一1 の   ，  点を ピ ン 支持 し、

表
一1 　 試 験 体 の 種 類

ColumnFc σoTension 颱 inf． he　　Reiforcement
No． （k 〆cmZ （k ／c皿2Pt （罵） End　 1．5D　 Pwα ） Midhei　 ht　 隔 鬼

150」51 25 一　　　　　　■ 田 φ
一
　 　　． 囗 Φ

一
　 3．3　 ．22B

152．153 503 −D13　 D．510 皿 5中・＠55 〔0．689） ロ 6φ一＠眠 6 （0．341 ｝
154，155210 ア03 −D13　 0．610 団 6φ一餌 8 〔0．790）ロ6φ一  50　 （0．3ア9｝
156，157 253 −D］0　 0．342 ロ 4φ一＠53 （0．183） ロ4φ一  100 （0．095｝
158159 254 −D13　 0．813 皿 6 −＠50　0．758 口 6 一価 0　 　 0．379
160，161 253 −D13　0．610 皿 4φ一＠570 ．340 ロ4φ一  55，6　 0．174
162，163300503 −D13　 0．610 田 6φ一＠51 〔0．55a）ロ6φ一 71．4 （0．266｝
164」65 ア03 −D13　 0．61D 皿 6φ一＠5210 ，72曁）囗 6φ

一  50　 （0．379）

衰 一2　 使 用 材 料 の 性 質

SizeDia
爬 t已 r

　　（  ）

S巳 ctionalAred

（cm2 ）

Y幸elding 　 Point
σy （k ／じm2 ）

Elastic 　 Mo6ulus

（x106 　k ／cm2 ）

Longit 凵 dina1

　　　5tee1D13D10 ｛13｝
10

　　．870
（1．267｝
0．713

371440214180
1，9291
．926

StirrupSt
肥 16

φ

4φ
5．483
．940

，2370
．121

31202330 L958L972

ConcreteSand

く5 皿，　 f．m ．己2，91，Speclfic　grdvity；2．54
Grave1く 20   ，　f．m ．＝6．42，Specific　gravity＝　2．68
Fc≡222　〔209〜243）kg ／cm2 ，　w！C

＝0．6ア，Mix 　pro臥＝1 ：3．55：3．901固t
Fc胃305　293〜321　k　／cm2 　　　　　　　　　　岡ix　 rO珂ノC　

＝0．53，　　　　　　　　　＝1：a38 ：308！wt

Note　：　　　　
幕
　Nominal，　Concrete　Cylin　er ＝　　　φ X　　　cm 　．

  ◎ 及 び   ◎ 間 を ス チ
ー

ル ヨ
ー

ク で 連結 し て 、◎ と   の は り端 よ り油

圧 式 サ ーボ ア ク チ エ ータ に よ り 正 負 の 水 平 力 を 加 え る 。 柱 に は 容 量 が

50 ト ン の 電 動 式 オ イ ル ジ ヤ ッ キ で 所 定 の 軸 力 を 導 入 し た （最 大 荷 重

時 と 限 界 変 形 時 に は 一5．0〜15，3 ％ 平均 で は 4 ％ の 変 動 と な っ た ）。

　繰 返 し方 法 は 、主 筋 降 伏 時 ま で は 全 試 験 体 と も発 信 周波数 fr　＝・O、05

Hz，制 御変 位 0．6m ／cyc ］e 　の 正 負 漸 増 に よ る繰 返 しを 基 準 と した 。し

か し、降伏後 は 式13｝の た s
’
し 書 き の 適 用 限 界 を 再 確 認 す る た め 、fr は

同 じ で あ る が △ p を 約 O．1δy で 繰 返 す も の （図
一2（a ）の 偶 数 Naの 柱 ）

と 、fr を マ ニ ユ ア ル に 切 り替 え （O．005 〜0．OO6 　Hz に 相 当） △ p 卓 δy

で 繰 返 す も の （図
一2（b）の 奇 数 Na の 柱 ） の 2 種 類 と し た 。

　 〔4） 計 測 方 法．

装 置 に 組 み 込 ん だ ロ ー
ド セ ル に よ っ た。又 、柱上 下 の 接 合 部間 に お け

水 平 ・ ・ 軸 ・、・ り・ せ ん 断 力 の 勧 ・、・ ・ の

る 水 平 変 位 と軸 方 向 変 位 と を 差 動 ト ラ ン ス に よ り、主 筋 や 帯筋 に は 、図
一1

の ● 印 （中 間 部 の 主 筋 は 偶 数 Naの 柱 の み 計 測 ） で 示 し た 位 置 に 検 長 2rm の ワ

イ ヤ ス ト レ イ ン ゲ
ー

ジ を 貼 付 し、ひ ず み 度 を 計 測 し た。之 等 計 測 値 の う ち、

水 平 変 位 と 柱 付 け 根 部 2 個所 の 主 筋 ひ ず み を X − Y レ コ
ー

ダ に 自記 さ せ 、モ

ニ タ ー用 に 供 す る と 共 に 、全 て の 計測 値 を サ ン プ 1，ン グ 周 波数 を 10Hz に 設

定 し た 磁 気 テ ープ 式 デ
ータ レ コ ーダ に 収 録 し、電 算 機 に よ り処 理 し た 。

4 ．実験結果とその 考察

　 図 一3 に は 破 壊状 況 の 代表 例 を 、表一3 に は 試 験 結 果 の
一

覧 を 示 し た。

　（1）　破 壊 状 況。　 全 試 験 体 と も 曲 げ 降 伏 後 に コ ン ク リートの 圧 壊 で 最 大 荷

重 IC達 し、そ の 後 の 繰 返 し に よ り Na　152 と 155 以 外 の 柱 に は 主 筋 の 座 屈 を 伴

図 一2

・

荷 重・変形 曲線

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pt＝O．34弘　　　　Pt三〇．51％　　　　Pt＝D．81％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図一3 　 破 壊 の 状 況

な っ た 。ひ び 割 れ の 発 生 範 囲 は、全 試 験 体 と も柱 内端 1．5D 部分 か ら 接合 パ ネ ル 内 に 及 ん で い る が 、　 Pt や Pw の

少 な い Na　156，157，160，161 の 4 体 は他 の 柱 に 比 較 して そ の 範 囲 は 幾 分 狭 く、ひ び 割 れ の 発 生 数 も 少 な く、特 に

Nal61 は 主 筋 の 座 屈 と 同 時 に せ ん 断 破 壊 を 生 じ た
。 圧 縮域 に つ い て は 、パ ネ ル 内 に 約 0．2D 食 い 込ん だ 位置 か ら

柱 内 に 向 け 0．8D 前 後 の 範 囲 に 及 ん で い る が、F、，Pt，σ 。 及 び 繰 返 し経 歴 等 の 違 い に よ る 明確 な 差 異 は 認 め 難 い
。

　C2）　降 伏 荷 重 と 最 大 荷 重 。 　 降 伏 荷 重 実 験 値 の 計 算 値 に 対 す る 比 率 は 、同一条 件 で 設 計 さ れ た 2 体 の 柱 毎 に 近

似 した 値 を 示 し、1．OO 〜1．16平均 1、08 と な っ て い る が、図 一4 （a ）に 示 す よ う に 、　 η。 が 大 き く Fc の 小 さ い 柱
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表
一3 　 試 験 結 果 の

一
覧

AtY 〒e1 曲 gLoad At 岡aximumLoad AtL ゴmit

Column
　 Nα

　 Fc

  畑
2
）

彑
Fctqy

（t ）

t δy

（cm ）

血
cqy

並
cKy

σ oFc
亡Qu
（し）

tδu

（cm ）

じ
μ

u 亜
cqBU

し　 ucqsut
δou

（cm ）

叩
ouFdilure

　阨 de

1502090 ．1147 ．80 α951 ，0フ 0．84O ．1218 ．572 ．402 ．521 ．12a874 ．524 ．74F 鹽C・Bu
151209 α123 フ．フ5 α901 ．040 ．87 α1389 ．364 ．555 ．071 ．170 ．937 ．588 ．43FC ・

Bu （S〕
1522290 ．2209891 ．071 ．04 α810 ．222IG ．611 ．821 ．691 ．08 α863．253 ρ3F ・C・
1532220 ．21ア 1α 011 ．021 ．050 ．87 α 222TO ．822 ．04T ．99L120 ．896 ．03590F ・C・Bu
15424302841 α83 α951 ．000 ．92a2841L551 ．41149LO4D ．832 ．192 ．30F ．C・Bu
552170 ．3211 α910 ．991 ，030 ．89 α32311 ．732 ．012 ．021 ．08 α873 、89392F ・C・
1562130 ．118a3 ア α77L151 ．G4 α了266 ．941 ．942 ．531 ．20 α983 ．364 ．38F ．CBu
157221D ．115 昏07 α711 ．09LO6 α1287 ．253 ．25459L221 ．005 ．267 ．42F ・C・Bu
1582250 ．107 旦 90LO61 ．110 ．82O ．11410 ．622 ．432 ．30L13 〔L905 ．064 ．79F ・C・Bu
1592300 ．0969 ．53LO11 ．10 α830 ．11211 ．285 ．034 ．981．200 ，95冫8，53 ，8．45F ・C・Bu
160321D ．D81 巳27a7 ア τ．080 ．99 α 0869 ．522 ．152 ．81L18 α943 ．644 ．ア4F ・C・Bu｛S〕
1613210 ，079 ＆ 58 α801 ．131 ．000 ，08910 ，153 ．44 生31L241 ．00唾．2ア》536FS ・C・Bu
1623000 ．16910 ．551 ．061 ．060 ．35 巳17110 ．992 ．071 ．961 ．08 α863 ．233 ．05F ．C・Bロ

1632980 ．1681 α941．011．11D ．92α17211472 ．022 ．001 ．13 α905 ．515 ．45F ・G・Bu
1642960 ．2291Z121 ．051 ．080 ．92 ｛L23012 ．471 ．551481 ．09 α8ア 1．881 ．79F ・C・Bu
1652930 ．2381ZO31 ，091 ．070 ．87 α24212 ．50L991 ．831 ．08 α 873 ．51323F ・C・Bu

注） tQy ，しδy ：主筋降伏時に おけ るせ ん 断力と

　 変 位実験値 （何れも正負の 平均値｝。
◎ 　cQy ：曲 げ降 伏時 の せん 断力計算値 （文献

　 4 ）の 8 − 6 式に よ る値）。
＠　 tQu ，　 tδ・：最大荷毒時の せん断力 と変位

　 実験値 （何れ も正負の 平均値）。
＠ ・Qev ：曲 げ耐力時の せん断力 （16一且8式）

ab

◎ cQsu ：柱 の 終局せ ん 断耐力
5）

灘認f溜 ．雛灘 1
＋ll°）

◎　 tμ u ＝tδu／tδy ：塑性率。
ot μ DU 一tδou ／tδy ：限界塑性 率。
OtKy ＝tQy ／tδy ： 降伏時剛性実験 値。
＠ cKy ＝cQy ／ cδy ： 降伏時剛性 計算値 。
　

＝K・・α y。
◎ 　F ；曲げ降伏．C ：曲げ圧壊 ・　 Bu ：主筋

　 座屈 ・S ： せ ん 断及び せ ん断ひび われ開 口。

野蠶 織 盆糠 鬻正劉：1
〔

鰹 。 メ
に つ い て は、△ P の 大 き い 奇 数 Na の 柱 で は 1．08 〜　 1・0 　 　 　 　 　 　 　 　

’
　 　 1・O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ao5　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ao5 　0．1
1．24，△p の 小 さい 偶数 Naの 柱 で は 1、04〜1．20 の 　　　　　　　　 no；σ oXFc

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図
一4

範 囲 に あ っ て 、前者 の 方 が 幾分 高 い 比 率 を 示 し て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 。 　（b）

臨 二潔 驫舘欝 量繋3瀞1：遥 鵲；：：
者・ 柱 と 枇 率 ・ 大 ・ な ・傾 向 ・ 示 ・ ・ … 　 α

亀励 1 子 、3a
・

　C3〕　降 伏 時 剛 性 。 　 実験値 の 計 算値 ；C対 す る比 　　　　　　　　　n。
＝

σ・1Fc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図
一5

率 は 、 0．81〜1、06 で 平 均 0．91 と な り、実験 値 の 方

が 計 算 値 を 下 回 っ て い る が 、η。 が 小 さ い 場 合 や Pt が 減 少 す る場 合　　L2

に は、図一5 に 示 す よ う に 両 者 の 値 が 近 似 す る 傾 向 を 示 し て い る。亜
1・0

　［4）　荷 重 ・変 位包絡線 と 塑 性率 。　降伏 以 後 に お け る 荷 重 ・
変位

tqyas

（b）　　　　　　　Pt＝0，51％

ミ蠍
Fc
：lll念：

、議；き赴 こ
中

0．2　 　 　 0．3
　 net σo ！Fc

降 伏 及 び 最 大 荷 重 と軸圧 係数 の 関係

Fc；222　kg！cmZ

　 o

包 絡 線 を σ 。，Fc，　 Pt 及 び △ p 別 に 図
一6 に 示 し た。図 示 の よ う に 、

全試験体 と も変 形 角 R が 5．7 〜8．7 × 1 ♂rad ．で 降 伏 し、以 後 △ p の

小 さ い 偶数ぬ の 柱 で は 3 〜⊥5％ 平 均 8 ％ 、 △p の 大 き い 奇 数 Na の 柱

で は 4〜21 ％ 平 均 13 ％ の 荷 重 上 昇 を 示 し て 最大荷重 に 達 して い る

が、何 れ の 場 合 に も η。 の 小 さ い 柱 ほ ど降 伏後 の 荷重 上昇 率 が大 き い。

　 こ の 時 の 塑 性 率 tμ。 は 、図
一7 （a ）に 示 す よ うに 、η。 が 小 さ く な る

の に 伴 な っ て 大 と な り、 △ p の 大 き い 柱 の 方 が 之 の 小 さ い 柱 よ り も

塑 性 率 が 大 き くな る 傾 向 を 示 し て い る 。

　
一

方、限 界 塑 性 率 tStou に つ い て も、図 一7（b）に 示 す よ う に 上 記

と類 似 の 傾向 に あ る が ．こ の 場 合 tc は、　Fc や △ P の 違 い に よ る 影 響

が tμu の 場合 よ り も幾分 顕 著
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で あ る 。

　〔5） 限 界 塑 性 率 と nlw 。　 図
一B は、式 ｛1｝の nlw 計 算 値 と 1μ。u と を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1，2）
比 較 し た も の で あ る 。図 示 の よ う に 、両 者 の 間 に は 従 来 の 実 験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と 同 様

に 式［2）の 関 係 が 成 立 し、〜μ。 。 は〔2｝式 計 算 値 の 士 ⊥5％ の 範 囲 内 に あ る 。

　  　 △ p の 違 い に よ る 補 正 係 数 。 　 図
一9 は、文 献 1），2）及 び 本 実 験

の 資 料 31 個 を 用 い 、△ p ／δy
− 0．1 の 変 位 漸 増 繰 返 し で 得 ら れ た 限 界 塑

性率 を 基準 lc、△ p ／δy の 増 大 に よ る μ。u の 変 化 率 を 補 正 係 数 γ。・ で 表 わ

し た もの で あ る 。図示 の よ う に、前 述 の 〔3｝式 の た s“し書 き に 記 し た γ・ u

の 適 用 限 界 は 、次 式 の よ う に 改 め る の が 妥 当 の よ う で あ る。

　　 1 ≦ γ。v ≦ 0，56 　（△ p。u ／δv ≧ 0．6 の 時 γ。 u − 0．56 とす る ）…・…・・［5）

　｛7〕　補正 係数 に よ る 実験修 正 値 の 比 較 。　 図一 10 （a）は、上 記 の 7。u

を 用 い て 限 界 塑 性 率 実 験 値 を 修 正 し、図 一7 Φ）と 同 様 にη。別 に 示 し た も

の で あ り、図
一10Φ）は 式   の 関 係 を γ。 。 で 修 正 し た も の で あ る 。 図 示 の

よ う に、同一
条件 で 設計 し た 柱各 2 体 の う ち、 △ p／δ广 1，0 の 奇 教 Nα の

資料 は △p ／δ。＝0．1の 偶数Nα の 資料 とほ s
“
同 等 の 値 に 喚算 され 、γ。 u に

よ る 補 正 が 妥 当 で あ る こ とが 判 る。又 、同 図   に 示 し た 資 料 の 分 布 は、

文 献 7）で 指 摘 し た 図 中 の 破線 と 類 似 の 傾 向 に あ る。

　（8） 式 〔41の 修正 値 と 耐 力 比 の 比 較 。　 図
一11は、既 往 の 実験資料 の う

ち、文 献 2）で 採 用 し た 繰 返 し 経 歴 を 異 に す る 資料
鳳

噛 7 個 に 本 実験 資 料

を 加 え 、合 計 63 個 の 曲 げ と せ ん 断 の 耐 力 比 と 、式 〔4〕

右 辺 の 第 2 項を 前 述 の γ・u で 修 正 し た 値 と の 比 較 を 示

す も の で あ る。式 C4）の 修 正 値 K
’
m は 、± ⊥5％ の 範 囲 に

殆 ん ど 全 て の 資 料 が 納 ま り、 △ p の 違 い に よ る γ。u の

補 正 が 有 効 で あ る こ と を 示 唆 し て い る 。

5 ．お わ りに

　 以 上 の 検 討 結 果 は、次 の よ う に 要 約 で き る。

　 〔1）

の 違 い に よ る 明 確 な 差 異 は 認 め ら れ な い 。

　   　 繰 返 し 加 力 時 の 変 位 振 幅 漸．噌 ピ ッ チ が 大 き く、

　 8

　 7vou

　 6

　 5

　 4

　 3

　 2

　 1

　 1，2YOu

　 1．O

a8

α6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 nIw

図
一8　 限 界 塑 性 率 と nlw
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図 一9　 補 正 係 数 と 変 位 漸 増 比
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図
一10　 補 正 係 数 に よ る 実 験 修 正 値 の 比 較

破 壊 状 況 に は 、繰 返 し 荷 重経 歴 や 引 張 鉄 筋 比 及 び 軸 圧 係 数 な ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 逆 に 軸 圧 係 数 が

小 さ い 場 合 に は 、曲 げ 耐 力実 験 値 の 計 算 値 に 対 す る 比 率 が 幾 分 高 くな

る 傾 向が あ り、こ の 時 の 限 界 塑 性率 も 高 く評 価 さ れ る 。

　〔3）　降 伏 時 剛 性 実 験 値 は 計 算 値 よ り も 幾 分 低 い が 、軸 圧 係 数 や 引 張

鉄 筋 比 が 小 さい 場 合 に は、両 者 の 値 が 近 似 す る 傾 向 が あ る 。

　 ［4）　 繰 返 し 加 力 時 の 変 位 振 幅 漸 増 ピ
ッ チ や 回 数 を 異 に す る実 験 資 料

の 変 形 性 能 を 評 価 す る に は、式 〔3）の た だ し 書 き の 適 用 限 界 を 式 〔5）の よ

う に 改 め 、式 （1）〜［4］の 方 法 を 採 用 す る の が 有効 で あ る 。
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　a ．ア　　　　0．8　　　　0、9　　　　　1．0　　　　1．1　　　じ
　　　  ；1．08 −a216・μ 。

・Y。u （no ＋ O．1）
既 往 の 資 料 に よ る 耐 力 比 の 比 較
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